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要旨  

グローバル・サプライチェーンに関する研究の動向と課題について論じる。サプライチェーンを対象

とする国際ジャーナルからグローバル・サプライチェーンを取り扱う論文 290 本を抽出し、タイトル、

アブストラクト、キーワードに対してテキスト・マイニングを実施した。その結果を分析して、グロー

バル・サプライチェーン研究に関する 4 つの主要なトピックを抽出した。すなわち、①統合（ integration）、

②戦略（strategy）、③持続可能性（sustainability）、④リスク（risk）である。さらに、トピックごとに

主要論文の解題を行い、今までの研究の動向について概説する。そのうえで今後の変化要因を踏まえて

研究課題をトピックごとに見出すこととする。  

 

Abstract 
A theme of this paper is trends and issues of researches on global supply chain. 290 papers on global supply 

chain are selected from ones of international journals which deal with supply chain, and these titles, abstracts, 

and keywords are analyzed with text mining. As a result, integration, strategy, sustainability , and risk are 

extracted as topics of global supply chain. In each topic, its trend is generally stated from a result of an annotated 

bibliography, and issues of research on global supply chain are found in terms of change drivers. 

 

１.  はじめに 

中間財の輸出額が最終財・資本財を超え、モ

ノの貿易からタスクの貿易に向かう世界経済（エ

スカット・猪俣, 2011）で、サプライチェーンのグロ

ーバル化が急速に進展した。研究もまたグロー

バル化を与件とした研究をさらに促進する必要

がある。本研究は今日までのグローバル・サプラ

イチェーン（以下 GSC）に関する研究動向を整

理し、グローバル化による GSC への変化要因

（change drivers）を踏まえ、GSC研究の新たな研

究課題を見出すことを目的とする。 

本論文のサプライチェーンは、多くの人が同

意する基本的定義とされる（Ellram and Cooper, 

2014）、Mentzer et al.（2001）の定義、「供給源か

ら顧客までの製品、サービス、財務および情報

の上流と下流の流れに直接含まれる 3つ以上の

主体（組織ないしは個人）の集合」とする。 

 

２.  今後における GSCの変化要因 

研究背景は環境変化によって大きく変動する。

研究展望を考察するに、GSC に今後影響を与

え得る変化要因を整理することが必要である。

Hameri & Hintsa (2009) は 14の GSCの変化要

因（change drivers）を提示しているが、これでは

多いので再分類する。すなわち、①技術的な要

因、②政策的な要因、③資源に関する要因、④

持続可能性に関する要因、⑤セキュリティに関

する要因、⑥市場に関する要因である。当分類

で今後想定される変化要因を確認しておく。 

２．１  技術的な要因 

物流面(1)や金融面(2)の要因もあるが、より注目

すべきはインダストリー4.0 の導入が喧伝される

製造面であろう。インダストリー4.0 で想定される

サイバー・フィジカル・システムが実現すれば、

仮想世界での一貫エンジニアリングが可能となり

（National Academy of Science and Engineering, 

2013）、サプライチェーンを仮想世界でコントロ

ールできるようになる。しかし、懐疑論(3)もあり、

すべてのビジネスで実現するとは思えないが、

技術の方向性として考慮しておく必要はあろう。 

２．２  政策的な要因 

リカードの比較優位の原理に沿えば、世界的

な貿易政策において、EPA（経済連携協定）や

FTA（自由貿易協定）をはじめとした貿易自由化

の傾向は続く。だが、イギリスの EU 離脱、アメリ

カの TPP 交渉離脱、オフショアリング論争などで

表層化された保護貿易主義が再拡大する可能

性もある。こうした貿易論争は、サプライチェーン

のグローバル化あるいはローカル化の選択で今

後も無視できない不確実要素になろう。 
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２．３  資源に関する要因 

  具体的には人的資源、原材料、エネルギーな

どの調達に関係する。低廉労働力を求めたオフ

ショア生産が限界を迎えている現在、人工知能

やロボットの導入が加速することは間違いない。

すでにロボット使用と雇用率の負相関を実証し

た論文（Acemoglu & Restrepo, 2017）もある。 

サプライヤ選択においては、取引依存の重心

がサプライヤにシフトしつつあり（犬塚, 2017）、メ

ガ・サプライヤ化が進む可能性と、GSC の複雑

化から調整コストの増大でサプライヤがクラスタ

ー化する（Stevens & Johnson, 2016）可能性を指

摘できる。2つの可能性は排他的に見えるが、実

際には条件や政策によって使い分けられよう。 

２．４  持続可能性に関する要因 

サプライチェーンにおける持続可能性の重要

性は日に日に大きくなっている（Ashby et al., 

2012）。持続可能な開発とは「未来の世代が彼ら

のニーズを満たす能力を損なることなく、現在の

ニーズを満たすこと」（World Commission on 

Environment & Development,1987）であり、具体

的には環境、人権、倫理などの問題に関連する。

すでに人権面で、カリフォルニア州のサプライチ

ェーン透明化法、英国の現代奴隷法、米国の貿

易円滑化・貿易是正化法といったサプライチェ

ーン関連規制が存在する。 2015 年に国連で

「持続可能な開発目標（SDGs）」が採択されたこ

とで、サプライチェーンにおける持続可能性問

題は今後もより追求されていくこととなろう。 

２．５  セキュリティに関する要因 

GSC の拡張で事故、自然災害、紛争、テロ事

故、労働紛争などのリスクにさらされやすくなり、

混乱や遅延が発生しやすくなる。異常気象やテ

ロ行為が増加していることも注目の背景にあろう。

Fujita & Hamaguchi (2016)は、サプライチェーン

のグローバル化のメリットは需給のボラティリティ

によるリスクで相殺されることを指摘している。グ

ローバル展開によってサプライチェーン・リスクの

手当ては不可欠なものとなっている。 

２．６  市場の要因 

新興国市場が成熟化すれば、製品・サービス

の高度化、多様化、短ライフサイクル化は必然

である。そうなれば、市場国においてより高度な

サプライチェーン・コントロールが求められる。

GSC の管理権限を本社による中央集権型にす

るか、市場国に移譲する分権型にするかの権限

形態に関する議論はより難解になる。 

先進国では、商品のコモディティ化を背景に

製造業のサービス化が進んできている。そうなる

と、課金対象がモノではなく、サービス（ないしは

コト）へ移行するが、これを様々なモノをインター

ネットにつなぐ技術である IoT （ Internet of 

Things）が促進することができる。今後、製造業

のサービス化が進むことが予想される。 

 

３.  分析の手法と結果 

サプライチェーンにおける議論が多数の文

脈で行われていることから、グローバル・サ

プライチェーンに関する議論やトピックも多

岐にわたる。本研究では、サプライチェーン

を対象とする複数の国際ジャーナルからグロ

ーバル・サプライチェーンを取り扱う論文を

抽出し、タイトル、アブストラクト、キーワ

ードにテキスト・マイニングを実施した。 

ジャーナルは Thomson Reuters からインパ

クト・ファクターが付与されている国際ジャ

ーナル 11 誌を対象とした。2017 年 4 月まで

の、アブストラクトに“supply chain”と“global”

を単語として含んでいる論文を検索した結果、

290 本の論文が抽出された（表 1）。90 年代 17

本、2000～2009 年 109 本、2010 年以降 164

本であり、年を追うごとに数は増えている。 

まず、タイトルに対して単語と n-gram の頻

度分析を行った。分析には R ver. 3.4.0 を用い

た（以降も同様）。ストップワード(4)の除去と

語幹処理(5)を施している。また、“supply chain”

は 1 語とみなした。結果が表 2、3 である。 

次に、アブストラクトに対して “supply 

chain”を検索語とした共起語の頻度分析を行

った。今回もストップワードの除去と語幹処

理を施している。スパンは 1 とした。結果は

表 4 である。左右にそれぞれ “global”と

“management”が最頻度の共起語になっている。

そこで“global supply chain management”の出

現頻度を測定したが、論文タイトルとアブス

トラクトそれぞれ 0 と 11 であった。したがっ
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て、“global supply chain management”という用

語はあまり一般に使用されていない。 

最後に論文で示されたキーワードに対して

頻度分析を行った。その結果が表 5 である。 

 

表１  ジャーナルごとの対象論文数  

ジャーナルタイトル 本数 

Decision Sciences (DS) 12 

The International Journal of Logistics 

Management (IJLM) 
35 

International Journal of Operations & 

Production Management( IJOPM) 
21 

Journal of Business Logistics (JBL) 24 

International Journal of Physical Distribution & 

Logistics Management (IJPDLM) 
49 

Journal of Operations Management (JOM) 31 

Journal of Purchasing and Supply Management 

(JPSM) 
11 

Journal of Supply Chain Management (JSCM) 16 

Production and Operations Management (POM) 24 

Supply Chain Management: An International 

Journal  (SCMIJ) 
53 

Transportation Research Part E: Logistics and 

Transportation Review (TRE) 
14 

総計 290 

 

表２ 単語の頻度分析（タイトル） 

フレーズ 頻度 

supply chain 191 

management 65 

performance 29 

risk 26 

research 21 

logistics, 

supplier 

19 

impact 18 

integration, 

source, 

strategy 

16 

注：“supply chain”は 1 語とみなしている。 

 

表３ n-gramの頻度分析（タイトル） 

フレーズ 頻度 

supply chain management 32 

global supply chain 27 

global source 12 

case study, 

supply chain risk 

8 

information technology, 

literature review, 

risk management, 

supply chain disruption, 

supply chain integration, 

supply chain performance 

6 

competitive advantage, 

supply management, 

supply network, 

supply chain strategy, 

5 

注：“supply chain”は 1 語とみなしている。 

表４  共起語の頻度分析（アブストラクト）  

左単語 頻度 右単語 頻度 

global 130 management 159 

sustainable 23 risk 39 

financial 14 performance, 

strategy 

30 

green,  

logistic 

13 integration,  

manager 

25 

impact 12 network 18 

manage,  

strategic 

11 design, 

planning 

17 

improve 10 disruption, 

paper 

13 

  
partner 11   
initiative 10 

注：“supply chain”の頻度は 1064 であった。 

 

表５ キーワードの頻度分析 

キーワード 頻度 

supply chain management 90 

supply chain 16 

globalization, 

logistics 
13 

outsourcing 9 

sustainability, 

buyer‐seller relationship 

global supply chain 

7 

supply chain integration, 

risk management, 

integration 

6 

supply chain design, 

purchasing, 

supply chain risk management, 

performance, 

sourcing, 

competitive advantage, 

global sourcing 

5 

 

４.  トピックの抽出 

分析結果に基づいて複数のトピックを抽出

してみよう。まずは、“supply chain management 

(SCM)”の取り扱いである。SCM は「学問分

野（discipline）」を意味する（Ellram and Cooper, 

2014）総合的な概念であることから、単独トピック

としてはふさわしくないものとする。 

さらに、サプライチェーンが多機能で構成され

ることに鑑み、単独機能に焦点を当てたアプロ

ーチは今回割愛した。例えば、 “logistics”、

“purchasing”、“sourcing”、“supply management”

などである。また、研究の方法論にまつわる内容

も割愛する 。例えば、 “literature review” 、

“research”、“case study”である。技術に立脚する

視座も同様に、焦点を限定し過ぎる理由から割
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愛する。例えば、“information technology”がこ

れに該当する。 

以上の点を考慮してトピックを抽出すると、表

6 のとおり、4 つのトピックが見出された。表の数

字は出現頻度を示し、左からタイトル、キーワー

ド、アブストラクトの順で出現頻度を表す。 

 

表６ 抽出されたトピック 

トピック 利用フレーズ 

統  合

（integration） 

integration (16, 6, 88),  

supply chain integration (6, 6, 25), 

outsourcing (6, 9, 24), 

supply chain network (5, 1, 18),  

buyer‐seller relationship (3, 7, 0) 

戦  略 

（strategy） 

strategy (16, 2, 150), 

competitive advantage (5, 5, 28), 

supply chain strategy (5, 1, 30) 

持続可能性

（sustainability） 

sustainability (5, 7, 39), 

sustainable supply chain (5, 1, 23), 

green supply chain (3, 3, 13) 

リスク 

（risk） 

risk (26, 2, 204), 

supply chain risk (8, 4 ,39),  

risk management (6, 6, 30), 

supply chain disruption (6, 2, 13), 

supply chain risk management (2, 5, 11) 

 

５.  各トピックの概要と課題 

最後にトピックごとに、これまでの研究概要を

紹介したうえで、2 節で示した GSC の今後の変

化要因を踏まえて、グローバル・サプライチェー

ンに関連した今後の研究課題について議論した

い。本節の参照論文は分析対象の論文だけで

なく、Google Scholar(6)で関連キーワードにて上

位に検索された論文も含まれている。 

５．１  統合アプローチ 

サプライチェーン統合（SCI）は SCM研究の代

表的なアプローチであり、そこでは SCM の本質

はプロセス統合にあり（Cooper et al., 1997a; 

Cooper et al., 1997b; Lambert et al., 1997; 

Mentzer et al., 2005）、高い統合が高パフォーマ

ンスを導く（Frohlich and Westbrook, 2001）とされ

る。サプライチェーンにおける組織間関係論も組

織統合化の選択論と捉えられるので、SCI の議

論に包含可能である。 

Alfalla-Luque et al. (2013) によれば、統合の

次元は情報統合、調整と資源共有、組織関係の

つながりの 3つとされる。SCIは領域別に内部統

合、顧客統合、サプライヤ統合に分類される（例

えば、Narasimhan and Kim 2002; Flynn et al., 

2010）が、内部統合と外部統合のパフォーマン

ス媒介関係について、前者が後者を（Prajogo et 

al., 2016）あるいは後者が前者を（Flynn et al., 

2010）媒介するとの相反する主張がある。 

グローバル化は SCI を通じてネットワーク組織

化を促す。研究の焦点が単一統合から複合統

合（ネットワーク、クラスター）に移った(7)のである。

当初は、Fawcett and Magnan (2002)のように、第

2 層を越える統合拡大には否定的見解もあった

が、Danese et al. (2013)は外部統合が国際的な

サプライヤ・ネットワークの使用を媒介して、応答

性のパフォーマンスにプラスの影響を与えてい

ることを実証している(8)。しかし、一方で Stevens 

and Johnson (2016)は、その進化も複雑性による

調整コストの増大（2.3 節）にともない、ネットワー

クが一部ローカル化した結果、協働的なクラスタ

ーが出現することを示唆している。さらに、政策

的な不安定要素（2.2 節）やオフショア生産の限

界に伴う製造の国内回帰（2.3 節）、新興国のロ

ーカル化やサービスの強化（2.6節）などといった

環境要因と相まって、グローバル化とローカル化

の力学の考察は新しくかつ複雑な課題となる。 

また、2.1節の技術的な変化要因の 1つである

インダストリー4.0 の影響による GSC の変化も研

究課題となろう。サイバー・フィジカル・システム

が可能となれば、SCI の実行は容易化する。仮

想世界によるサプライチェーン統制の実現が今

後の研究トピックとなるであろう。また、インダスト

リー4.0 では、サプライチェーンがプラットフォー

ム・ビジネス化する可能性も指摘されている（藤

野・近野, 2016）。そうなれば、常識とされた垂直

的なサプライチェーン関係が否定され、新たな

統合構造が生まれる。新しい構造変化も今後の

研究対象であろう。ただし、前述のとおり、インダ

ストリー4.0 には懐疑論もあるため、慎重な見極

めが必要である。 

５．２  戦略アプローチ 

当アプローチも SCM 研究の代表的な潮流で

ある。Fisher (1998)は需要予測が容易でライフサ

イクルの長い機能型製品には「物的効率型

（physical efficient）」、逆の性質を持つ革新型製

品には「市場応答型（market responsive）」の戦



 

－85－ 

略が望ましいとした。前者は高い稼働率と在庫

回転率を追求する戦略であり、後者は余剰能力

で需要変化に迅速に応対する戦略である。しか

し、Christopher and Towill (2002)と Lo and 

Power (2010) は両戦略の同時追求の可能性を

指摘している。Naylora et al. (1999)は、デカップ

リング・ポイントが上流であればリーン型、下流で

あればアジャイル型とし、さらに Mason-Jones et 

al. (2000)はその中間をリジャイル型（leagile）の

中間戦略とした。このアイデアは延期化

（postponement）の理論で説明でき、延期化の推

進がハイブリット型戦略の基礎となる (Goldsby 

et al., 2006)。以上の議論の要約が表 7である。 

 

表７ サプライチェーン戦略の類型 

戦略類型 
物理的 

効率型 

ハイブ 

リット型 

市場 

応答型 

関連製品 
機能型 

(共通型) 
中間型 

革新型 

(独自型) 

予測の不確実性 高い 中間 低い 

貢献利益 高い 中間 低い 

市場投入リードタ

イム 
長い 中間 短い 

追求されるサプラ

イチェーン 
リーン 

リジャ 

イル 

アジャ 

イル 

追求される 

パフォーマンス 

コスト抑

制と資産

効率 

全面的に

適度な水

準 

顧客サー

ビスと製

品差別化 

デカップリング 

・ポイントの位置 

下流段階

（見込み

生産） 

中間段階

（組立 

生産） 

上流段階

（受注 

生産） 

延期化水準 低い 中間 高い 

出典：筆者作成 

 

新興国の人件費が高騰し、人的資源の隘路

化が深刻になる中（2.3 節）、オフショア生産やフ

ォーカス生産（単一製品の集約生産）といった物

的効率型戦略が限界を迎えている。一方で新興

国市場の成長による需要多様化（2.6 節）、世界

経済の不確実性の増大（2.2節）、より迅速なカス

タム生産を可能にする技術向上（2.1 節）などと

いった将来要因も踏まえれば、市場応答型寄り

に偏る戦略選択が不可避となろう。よって、GSC

の文脈では表 7が示すような戦略類型化は陳腐

化しつつあるといえる。 

すでにグローバル化の文脈で Christopher et 

al. (2006)は需要の安定性と補充リードタイムを、

Lee (2002) は需要リスクと供給リスクを考慮した

戦略モデルの再構築を試みている。また、現地

でのイノベーションの必要性が増すならば、開発

機能とサプライチェーンの関係も問われる（橋本, 

2015）。さらに、「組織は戦略に従う」とするならば、

サプライチェーン構造を戦略の構成要素として

規定すべきであろう。Choi & Hong (2002)はサプ

ライチェーン構造として公式化（標準化）、集権

化、複雑性の 3 つの要因を挙げている。彼らの

構成変数でもって戦略を規定することはモデル

の有用性を強化するものと考えられる。 

５．３  持続可能性アプローチ 

2.4 節で示した環境を背景に持続可能性にま

つわる GSC の議論が増えている。Carter and 

Jennings (2002)は、サプライチェーンにおける持

続可能性の問題はその構造や解決方法に共通

性があり、相互に経験が活かせることから、社会

的責任の下で総合的に議論する意義を説いた。

そのアイデアを具現したのが、Carter and Rogers 

（2008）である。彼らは諸問題をまとめて扱うため

にトリプルボトムライン（環境、社会、経済の 3 パ

フォーマンス）を核とする持続可能的な SCM

（SSCM）を提唱した。SSCM は新たな活動へ従

事させるというより、トリプルボトムラインの同時達

成を誘導することに主眼がある。Pagell & Wu 

(2009)や Seuring & Müller (2008)は SSCM実務

モデルの精緻化を図っている。 

サプライチェーンの持続可能性問題は国境を

越える問題のため、グローバル化を前提とした

議論が欠かせない。しかし、問題の解決（特に社

会次元の問題）は特定地域を越えて実現するこ

とが難しい（Sharma & Ruud, 2003）というパラドッ

クスを抱えている。また、各問題に即したスタンド

アロンの研究は引き続き必要であるが、社会面

の研究が環境面の研究に後れをとっている

（Krause et al., 2009）ことから、バランスのとれた

研究の進展も望まれる。 

その一方で、SSCM のホリスティックなアプロ

ーチは発展途上にあり、用語の不統一や理論と

実務の乖離（Ashby et al., 2012）、分析単位や理

論開発技法の問題（Carter and Easton, 2011）、

測定尺度の不備（Roland, 2003）などの諸課題が

ある。さらに Pagell & Shevchenko (2014)はすべ

ての SCM研究は SSCMを志向すべきであり、そ

の意味で発展は不十分であると断じている。そ
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の原因は、研究リソースを SSCM 導入が遅れて

いる産業界に依拠する現状にあるとし、それを

打破する研究方法論として参加型アクションリサ

ーチ（研究者が研究対象の状況に参加して試行

をしながら行う調査）を採るべきとしている。 

５．４  リスク・アプローチ 

2.5 節で示した環境を背景にグローバル環境

のサプライチェーン・リスク（SCR）に関心が集ま

っている。Manuj and Mentzer (2008)は、グロー

バル・サプライチェーンのリスク事象として、通貨、

輸送時間のばらつき、予測、品質、安全性、事

業中断、生存競争、在庫所有、文化、依存と機

会主義行動などを挙げている。SCRは発生見込

みと潜在的損失で構成される（例えば、Manuj 

and Mentzer, 2008; Tan and Musa, 2011）とされ、

多様なリスク分類が存在する。Christopher and 

Lee (2004)は、可視性や信頼性の欠如リスクが

バッファ在庫の増殖を生み、増殖した在庫がより

リスクを増大させるという悪循環を指摘している。 

SCRの問題は管理論の視点、すなわちサプラ

イチェーン・リスクマネジメント（SCRM）の問題と

して扱われることが多い。SCRM の論文が年々

増えている（Ho et al., 2015）のはその証左である。

SCRM は「収益性と継続性の保証を目的とする、

サプライチェーンパートナー間の調整または協

働によるサプライチェーン・リスクのマネジメント」

（Tang, 2006）とされ、そのプロセスとして、リスク

の特定、査定、軽減、モニタリングが挙げられる

（例えば、Ho et al., 2015）。Manuj and Mentzer 

(2008)は選択できるリスク軽減対応として、延期、

投機、ヘッジ、コントロール/共有/移転、安全保

障、回避があるとしている。SCRM は単なる予防

措置ではなく、積極的なリスク行動と捉えられて

いる（Tan and Musa, 2011）。 

Sodhi et al. (2012)や Ho et al. (2015)が指摘す

るように、SCRM 研究の課題は多い。特に、リス

ク要因とリスク種類の相互関係や発生確率に関

する研究は乏しい。また、SCRMの概念的なフレ

ームワークはあるものの、経験的に実証されてい

ない。一方で、Christopher et al. (2017)は、サプ

ライチェーン・ネットワークの「重力（gravity）」は

今やボラティリティにあり、サプライチェーンの概

念的枠組みはボラティリティの視座に基づく意義

を説いている。したがって、SCM 概念がリスクマ

ネジメントの視座で再構築される可能性もある。 

５．５ 複合的アプローチ 

複数の視座を複合したアプローチも存在する。

例えば、統合論と戦略論の統合（例えば、

Nakano & Akikawa, 2014）や統合論とリスク論の

融合（例えば、Zhao et al., 2013)が存在する。前

者については、戦略と統合構造は SCM には切

り離せない議論であり、融合化は必然な帰結か

もしれない。後者については、組織間でのリスク

の共有や軽減が考えられるため、SCI は SCRM

においても有効手段となり得る。 

かように、各アプローチは排他的ではなく、必

要に応じて、知見の相乗効果を生かして融合を

導くことも今後の 1つの研究課題になろう。 

 

６. 萌芽的アプローチの可能性 

これまでの議論は既存アプローチの延長に基

づくものであった。現在では少数派であるが、将

来は主流に成長する研究アプローチもあろう。

萌芽的研究を評価・選別して、有望アプローチ

に成長させていくことも今後の研究課題となる。

最後に、論文解題で発見できた萌芽的研究を

示して論を閉じたい。 

まずは、既存の経営理論を援用する方法であ

る。これには 2 つのアプローチが存在する。ひと

つは、GSC 環境の変化に適応する能力の分析

としての、ダイナミック・ケイパビリティ (9)の援用

（例えば、Reuter et al, 2010)である。2.2節で示し

たようにグローバル経済の不確実性は高いこと

から、有力な研究アプローチとして期待できる。 

いまひとつは GSC をサービス主体と捉えた、

サービス・ドミナント・ロジック(10)の援用（例えば、

Lusch, 2011; Hemilä & Vilko, 2015）である。以

前よりサプライチェーンの顧客サービス研究は

存在するが、サービス開発の視座からの議論は

少ない。製造業のサービス化が一層進む（2.6

節）中、注目のアプローチとなろう。 

また、GSC のマクロ分析のアプローチも存在

する。国際経済学のグローバル・バリューチェー

ン分析（例えば、Gereffi & Lee, 2012）である(11)。

当分析であれば、地政学的な知見を生み出すこ

とができ、ミクロ（経営学的視座）の GSC 研究に
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多くの基礎的知見を提供することが期待される。 

 
 

注 

(1) 物流面では、輸送選択肢の多様化（パナマ運河拡

張、アジア横断鉄道、北極海航路など）、プラット

フォーマーの台頭、RFID の普及などが要因となる。 
(2) 金融面では、ブロックチェーン技術による貿易金

融の簡素化が要因となろう。 
(3) たとえば、藤本（2017）がある。 
(4) 自然言語処理で一般的として対象外とする単語。  
(5) 語形の変化を取り除く処理のこと。 
(6) 学術資料の検索ウェブサイトである。書誌データ

は記事情報や他資料の引用に基づく。 
(7) SCM は誕生当初は複合統合を前提として取り扱

われた経緯もあったが、90 年代にプロセス統合の

視点が導入されて、実現性が問われた結果、焦点

企業の個々の統合に視点が移っている。Lambert 

et al. (1997)を参照のこと。 
(8) その理由として過度の統合による「緊張感」を挙

げている。 
(9) 急速な環境変化に対応するために内外の組織能力

の統合・構築・再配置をする組織能力を意味する

（Teece et al., 1997）。 
(10) モノではなく、他者に何かを提供するプロセスた

るサービスを交換の焦点とし、知識の適用に基づ

くものとみなす。価値創造は顧客との共創によっ

て行われるとされる（Vargo & Lusch, 2008）。 
(11) 2000 年代来、グローバル・バリューチェーン概

念が、国際的かつ地理的な分析手法として注目を

集め、産業組織分析に結び付けられた（例えば、

Gereffi & Lee, 2012）とされる。 
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